








This paper is a theoretical analysis of relations among education policy, labor market and 
international trade. Traditionally, in this theme, analysis of educational investment to human 
resources was mostly related to growth and comparative advantage. In this paper, we 
focus on the differences between generic and special skills personnel. We consider optimal 
resource allocation of human resources in three skill labors, that is, optimal human resource 
supplies by education under international trade.
Considering the long term, we find that it is better to strengthen the substitution among 
workers in all three types, while trade and international labor mobility may improve or 
deteriorate national welfare. When long-term educational policy is close to the average of 
trading partner countries, we show that free trade and free international labor movement 
improve the distortion. For labor migration in long-term educational policies, both inflow and 
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2 財 X1、X2 を想定する。生産要素は 2 種類の労働、ジェネリックとスペシフィックのみの
モデルを想定する。
2 つの財 X1、X2 のそれぞれの生産関数は以下のように示される。
X1=F1（LG1, LS1） （1）
X2=F2（LG2, LS2） （2）
LS1 は第 1 部門のスペシフィックスキルを持つ労働雇用量である。LS1 は専門職でこの部門以外
では雇用されないか、雇用しようとしても研修コストがかかるなどで、働けないことを意味す
る。LG はジェネリック系の労働雇用量で、LG ＝ LG1+LG2 である。ここで、LG1 はジェネリック


















Max GDP　s.t. LG1+LG2+LS1+LS2=L （4）




















LG1 と LG2 が変化するものとする。つまり産業間調整は、ジェネリックスキルの人々が移動す
ることによって行われるとする。したがって必ずしも wG1=wG2=wS1=wS2 ではなくなる。
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この場合の最適条件は、














あるので、図 1 のように生産可能性フロンティアは縮小することになる。同一の点 A は、
wG1=wG2=wS1=wS2 である。実線の生産可能性フロンティアが任意の価格に対する最適問題（4）
であり、点線の生産可能性フロンティアは最適問題（6）である。つまり最適問題（6）では
LS1 と LS2 が固定になるので、生産可能性フロンティアは縮小することになる。
点 A は First Stage のときの相対価格に依存する。Second Stage でも相対価格が変化しな




















































とすると、LG の係数であるαが上昇すると、LG の賃金が上昇する。α1 のみが上昇すると、
































Second Stage の状態から需要の変化によって均衡が移動し、初期（First Stage）の均衡の
相対価格 (=(p1/p2)
0) が減少して、(p1/p2)





































































＊とすると、LS2 が外国から入ってきて増加する。このことは wS2 を減ら
し、wG2 が LS2 の増加で増えることから、LG2 が増えて、dLG2＝－dLG1 から LG1 が減る。この結
果 wS1 が減少することになる。このときジェネリック系の賃金は増える。これらは以下のよう
に計算できる。


































































1 Baldwin and Ito（2011）にあるように、近年では競争が質的なものの重要性が高まり、高賃金＝高付加
価値ができる人材が必要になってきている。




4 逆に LS1 が増えたときは、その逆で、dwS2 <0、dLG1>0、dLG2 <0、dwS2<0 となる。
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